
アフリカとUNDP

2023年6月2日
アフリカビジネス「がっぷり四つ」支援セミナー

国連開発計画（UNDP） 近藤千華



本日の目次

1. UNDP: United Nations Development Programme

2. SDG投資プラットフォーム/ SDG投資マップ

3. Africa Innovates

4. JSIC: Japan SDGs Innovation Challenge 



1. UNDP: United Nations Development Programme



United Nations Development Programme

• 1966年設立
• 170の国と地域で活動
• 職員：7,400人
• 国連ボランティア:1,300人
• 日本人職員: 80人以上



UNDPの活動の柱

貧困

国の仕組みづくり クリーンエネルギー

環境保全 防災・危機対応強化 ジェンダー格差是正



マーケット
2. 未来から考える

2016年

2030年

年間12兆$、3.8億件以上の雇用創出*

*出典：持続可能な開発目標CEO向けガイド（wbcsd）よりUNDPにて編集

SDGs達成に向けた潮流と機会の発見
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2. SDG投資プラットフォーム/ SDG投資マップ



SDG投資情報プラットフォーム

• 持続可能な開発目標（SDGs）の推進に資する民間投資を促進するために創設されたプラットフォーム。

• 投資有望分野の検索や、投資機会に関する情報取得が可能。

https://sdginvestorplatform.undp.org



SDG投資マップ
• 各国の市場やセクターにおける、SDGs達成につながる投資機会や状況についての詳細なレポート。

• 投資家が、高収益率が見込めると同時に、世界を変えられる可能性のあるインパクト／サステナ
ビリティ領域を特定し、ポートフォリオに組み込むのに役立つツール。

https://sdginvestorplatform.undp.org/market-intelligence-map

https://sdginvestorplatform.undp.org/market-intelligence-map


SDG投資マップ（ガーナ、南アフリカ）

ガーナSDG投資家マップ2021 | United Nations Development Programme (undp.org)
南アフリカSDG投資マップ2020 | United Nations Development Programme (undp.org)

https://www.undp.org/ja/japan/publications/kanasdgtouzijiamatsufu2021
https://www.undp.org/ja/japan/publications/nanafurikasdgtouzijiamatsufu2020


3. Africa Innovates



Africa Innovates (アフリカ局発行レポート)

アフリカの革新 － 気候チャンピオン | 
United Nations Development 
Programme (undp.org)

https://eur03.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fwww.undp.org%2Fja%2Fjapan%2Fpublications%2Fafrica-innovates-magazine-202303%23%3A~%3Atext%3D%25E6%259C%25AC%25E3%2583%25AC%25E3%2583%259D%25E3%2583%25BC%25E3%2583%2588%25E3%2581%25A7%25E5%258F%2596%25E3%2582%258A%2C%25E7%25B5%2584%25E3%2581%25BF%25E3%2581%25AE%25E4%25B8%2580%25E9%2583%25A8%25E3%2581%25A7%25E3%2581%2599%25E3%2580%2582&data=05%7C01%7Cnaohiro.takahashi%40undp.org%7C841715bd3e2340dafd1b08db5d95c0c8%7Cb3e5db5e2944483799f57488ace54319%7C0%7C0%7C638206670003157255%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJWIjoiMC4wLjAwMDAiLCJQIjoiV2luMzIiLCJBTiI6Ik1haWwiLCJXVCI6Mn0%3D%7C3000%7C%7C%7C&sdata=A5%2FBgCl%2F65wbc%2BQvlNIB2gkghGrIYyv9qckORqUt6MA%3D&reserved=0


Africa Innovates (アフリカ局発行レポート)



4. JSIC: Japan SDGs Innovation Challenge 



UNDPが91ヵ所115ヵ国に設置しているイノベーション拠点「UNDP Accelerator Lab

（A-Lab）」が特定したSDGsに関連する現地の課題を、日本企業の技術・ノウハウを

活用して解決するという取り組み（2020年度より実施中）。

Japan SDGs Innovation Challenge project [2020～2022年度]

日本企業とUNDPが共同で
解決策を検討・検証する

課題を
特定

ISO56002 (ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ)で定義されている
イノベーションプロセス



✓干ばつや洪水の影響を受けやすく、降雨に依存した農業
✓農民の降雨情報へのアクセス欠如

【日本企業が提供した技術・ノウハウ】
株式会社天地人（https://tenchijin.co.jp/）⇒衛星データやAIを活用した土地評価技術

スマートフォンアプリで提供される降雨
情報画面（左）
フィーチャーフォンのSMSで提供される
降雨情報画面（右）

【UNDP Accelerator Lab Burkina Faso が特定した課題】

【2021年度プロジェクト成果】
・A-Lab Burkina Fasoの連携機関である、Joseph Ki-Zerbo

UniversityのLAME (Materials and Environment Laboratory)
と連携し、携帯電話基地局アンテナ間のマイクロ波信号の減衰
衛星とデータからの降雨状況の把握と予測、およびその情報を
スマートフォンアプリとフィーチャーフォンのSMSを通じて農
民に提供するためのシステムを開発

・首都郊外の農民を対象としたテストを実施し、システムの有効
性を実証

https://tenchijin.co.jp/


✓豊富に生息している海藻の未活用
✓不安定な食糧事情と高い失業率

【日本企業が提供した技術・ノウハウ】
海藻資源研究所株式会社(https://www.sric-k.com/)

⇒海藻栽培技術

【2021年度プロジェクト成果】
・日本企業による現地訪問での関係者インタビューや
海岸調査、また文献調査を経て、西ケープ州のサル
ダーニャ湾で、寒天の原料となる「オゴノリ」を栽
培し、現地コミュニティが採取・加工・販売するバ
リューチェーンの構築を決定

・パイロット栽培・採取・加工・販売に向けて、関係
省庁との調整を進め、連携する現地NGOとコミュニ
ティを確定

・加工されたオゴノリを日本に輸入し、販売するビジ
ネスモデルを構築

【2022年度プロジェクト】
・パイロット栽培・採取・加工・販売を実施

サルダーニャ湾におけるオゴノリ（Gracilaria）栽培のバリューチェーン（2022年6月時点案）

【UNDP Accelerator Lab South Africa が特定した課題】

https://www.sric-k.com/


【UNDP Accelerator Lab Zimbabwe が特定した課題】

世界で最も多く見られ
る鳥で、サハラ以南の
アフリカに15億匹生
息すると推定される。

ジンバブエで
栽培される穀物の
30％以上を消費。

気候変動により、
好ましい気象条件
に変化したことで
生息数が増加。

コウヨウチョウの大群は、1日で1ト
ンもの穀物を食べ尽くす。 これは、
6人家族の1年間の食料に匹敵する。

気候変動に伴う収穫量の減少に
より、ジンバブエでは770万人
が食糧難に陥っている。

小粒穀物はトウモロコシに代わ
る気候変動に強い穀物であり、
政府は小粒穀物イニシアチブを
立ち上げた。

コウヨウチョウは、乾燥地域に位
置するジンバブエの最も脆弱なコ
ミュニティに影響を与える。

現在実施されているすべての効
果的な制御メカニズムは、環境
に悪影響を及ぼす。

AccLabは、被害が最も甚大な
サベ川、ザンベジ川流域でコウ
ヨウチョウ制御試験を実施。

【コウヨウチョウ】
（英名：Red-billed quelea)




